
事業名称

事業の目標

全体の概要

【数値目標（KPI）及び実績】

事業開始前
令和2年度
（増加分）

令和3年度
（増加分）

令和4年度
（増加分）

累計

目標 0 20 30 30 80

実績 0 3 6 9

目標 0 10 10 20 40

実績 3 12 43 58

目標 500 10 10 15 35

実績 1 -27 -10 -36

目標 0 50 100 200 350

実績 0 72 86 158

横展開地域にお
ける活動参加者
数【人】

南花台地区に
おける年少人
口（０～１４歳）
【人】

令和４年度の指標の状況及び
事業への反映の考え方

・自動運転技術を活用した移動サービスの乗客数を把握することにより、外出する機会の創
出や、地域活性化につながっているかについて、事業の直接的な効果を計測する。令和４年
度は、新型コロナウイルス感染症による利用控えにより、利用者増加施策が困難であったも
のの、年度末にルートを延伸したことにより、利用者数が２０人/日程度に急伸している。
・地域課題の解決には地域住民が主体となり取り組むことが必要であり、取組みに参加する
運営スタッフ数を把握することにより、地域の移動サービスを支える取組みへの参画状況が
確認できることから、事業の直接的な効果を計測できる。南花台モビリティ「クルクル」の運行
は令和元年度より実施しているが、未来技術による地域課題の解決を主題としているため、
自動運転に関わるスタッフのみを指標としていたが、令和４年度の地域住民による会議により
移動支援に関わる全メンバーで自動運転に関わることとしたため、KPI達成に繋がった。
・高齢化が進行するまちの再生という課題を解決するために、子育て世帯に魅力あるまちと
なっているか、多世代が暮らしやすいまちであるかどうかについて、年少人口を把握すること
により、事業の効果を計測できる。令和４年度においては、河内長野市全体では年少人口が
減少している中、目標値は達成できていないものの、河内長野市全体の減少比率に比べると
抑えられていることから、一定の評価ができる。

・南花台地域におけるまちづくりについては、当初の想定を上回る成果が生まれており、他地
域における横展開事業の必要性がより高まっていることから、当初申請時において設定して
いたKPI、「南花台地区における総人口」を、「咲っく南花台プロジェクト」の横展開地域におい
て、新たに創出した活動の参加者を把握することにより、横展開事業及び地域活動拠点整備
の直接的な効果を計測するため、「横展開地域における活動参加者数」に変更している。新
型コロナウイルス感染症により、令和２年度に事業開始が出来なかったものの、令和３年度よ
り活動を開始し、一年遅れで目標値に近しく伸ばしていけている状況にある。よって、累計で
達成できていないものの、横展開事業の拡大は進めることができたと判断している。

南花台モビリ
ティ（自動運転）
の運行日一日
当たり乗客数
【人/日】

南花台モビリ
ティ（自動運転）
の運営スタッフ
数【人】

　河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略・地方創生推進交付金事業　総合シート

「丘の生活拠点」（南花台）まちづくりモデル事業（事業期間：令和2年度～令和4年度）

　人口減少・少子高齢化が急激に進む開発団地が連なる河内長野市南部において、それらの玄関口に位置する南花
台を、周辺開発団地の生活を補完できるまちとして「丘の生活拠点」に位置付け、平成26年度より、「地域住民が住み
慣れた場所で多世代と交流しながら、生きがいを持ち、元気に暮らし続けることができるまちづくり」をコンセプトに『咲っ
く南花台プロジェクト』を推進している。
　その間、地域活動拠点「コノミヤテラス」を中心に、買物応援や生活応援をはじめ、健康づくり、子育て支援、情報発
信、南花台事業者の会の立ち上げなど、地域住民主体による地域課題解決につながる取組みを着実に実施してきた。
　こうした取組みを通じて、現在では多くの地域住民が多様な形でまちづくりに参画し、関西大学に加え他大学の参画も
進むとともに、地域のスーパーコノミヤとの連携も年を追うごとに深まる中で、公民学によるお互いの信頼関係が高ま
り、地域の合意形成が図りやすくなるとともに、まちづくりの機運が非常に高まっている。
　「咲っく南花台プロジェクト」をさらに推進し、自動運転による移動サービスを始め、新たな技術の導入による生活利便
性の向上を図りながら、地域の公園やUR団地集約用地等の既存ストックを有効活用し、地域の魅力創出・活性化を図
り、「暮らし続けられるまち」を形成しながら、高齢化に伴い自治会や地区福祉委員会など地域活動の担い手不足が課
題となっているなかで、新たな担い手を発掘し、地域住民と事業者が連携した持続可能なまちづくりのモデルを構築す
る。

　地域活動拠点「コノミヤテラス」を中心とした社会実験的活動の企画・実施及び活動の一環として、自動運転等未来技
術を活用した地域の生活に機能する移動支援の構築を図る。また、ＵＲ集約型団地再生事業に係る多世代が交流でき
る公園（サッカースタジアムを含む）を整備することにより、地域住民の憩いの場や子どもの遊び場の創出、スポーツを
通じた魅力あるまちづくりのモデルを構築する。あわせて、これらの事業について他の地域へ横展開を図り、河内長野
市全体の地域活性化を生活利便性の向上につなげる。
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事業名称

要素事業①

(合計）

委員会評価

【委員会評価】
下記から選択して下さい。

【評価等に対する意見】

取組事業が評価交付金事業
の目標・KPI達成するために

　①妥当である

　②概ね妥当である

　③検討を要する

改善

【今後の課題・取組みなど】

・南花台モビリティ「クルクル」の取組みと、生活支援や健康づくり、子育て支援などの取組
みとの連携を図り、地域生活における移動の課題解決と、生活の質の向上、コミュニティの
活性化など相乗効果を生み出していく。
・自動運転技術による「安全性の向上」、「担い手の負担軽減」による新たな担い手の確保
につなげていく。
・ＵＲ集約跡地のにおけるサッカースタジアムを含む公園の集約・再編に向けた地域の合
意形成、地域活性化に向けたソフト事業の検討を行う。
・南花台で創出されたまちづくり活動のモデルを市内他地域へ横展開し、市全体の活性化
につなげていくことで持続可能なまちの構築を図る。
・「イズミヤゆいテラス」において、より積極的に地域との連携を図り、生活の質の向上や、
コミュニティの活性化など相乗効果を生み出していく。

担当者評価

【令和４年度評価】 【令和４年度の評価内容】

①非常に効果的であった

　令和元年度に開始した南花台モビリティ「クルクル」については、コロナ禍で
も利用者を延ばし、地域内移動支援としての効果を発揮できた。
　地域活動拠点である「コノミヤテラス」についても、コロナ禍の収束を見据え
て地域活動を再開していき、地域住民主催の習い事などが再開された。
　また、ＵＲ集約跡地におけるサッカースタジアムを含む公園整備検討にあた
り、地域住民代表や建築・ランドスケープ・ジェンダーなどの学識経験者で構
成されたＵＲ団地集約跡地活用に係る推進委員会を立ち上げ、公園整備に
おける整備方針等を示した基本計画を策定するとともに、令和５年度に実施
する設計業務の委託事業者の選定を行いながら、設計段階から地域の意見
を幅広く集約することを目的とし、地域向けの公園整備に関するアンケート、
住民説明会、ワークショップ等を開催した。
　あわせて、これまでの取り組みの広がりを受けて、交通不便地での電動
カートを用いた地域住民主体の運行が開始し、河内長野駅前のイズミヤ４階
における「イズミヤゆいテラス」も順調に利用者を伸ばすなど、事業の横展開
も図ることができた。

評価：交付金事業の目標・KPI達成に「①非常に効果的であった」、「②相当程度効果があった」、③「効果が
あった」、「④効果がなかった」

令和４年度実施
事業

事業費（千円）

12,700

河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略・地方創生推進交付金事業　評価シート

「丘の生活拠点」（南花台）まちづくりモデル事業
担当課

総合政策部政策企画課

「丘の生活拠点」（南花台）まちづくりモデル事業

・提案事業総合企画調整
・「総合研究会」など各プロジェクト会議の運営
・地域活動拠点「コノミヤテラス」の運営及び自立化の
推進
・南花台モビリティ「クルクル」の取り組み推進
・「咲っく南花台プロジェクト横展開」としてイズミヤ河内
長野店における地域活動拠点の運営推進
・南花台モビリティ「クルクル」自動運転実証事業運行
延伸
・ＵＲ集約事業におけるサッカーチームと連携したまち
づくりの推進
・「コノテラ通信」発行など地域による情報発信
・南花台ブランディング事業（ブランドロゴ・メッセージ
制作）

実施内容 成果

[参考指標]
●「コノミヤテラス」来訪者数：
9,005人/年
●「コノミヤテラス」運営による収
益：105,800円
●南花台モビリティ「クルクル」
乗客数：1,713人
●南花台モビリティ「クルクル」ス
タッフ数：58人
●地域活動拠点「イズミヤゆい
テラス」の医療実績：12,914人/
年

12,700


